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信大コンピテンシー

ASO00500 2026

森林資源利用学特論 守口　海

Advanced Lecture in Forest Resources Utilization 上村　佳奈

2 前期 木曜･１時限 木曜･２時限 木曜･３時限 木曜･４時限 木曜･５時限 1年次生

農学部１３番講義室 講義 集中（後日日程を調整）

非該当

授業の達成目標 授業で得られる「学位授与の方針」要素 ⇔ 【授業の達成目標】
2026ASカリ, 2025ASカリ, 2024ASカリ, 2023ASカリ

【専攻】より豊かな人間社会の構築に貢献できる知識と技術、 より豊かな人間社会の構築に貢献できる知識と技術、倫理観を
倫理観を修得している。 修得する

⇔

【2025年度以降のカリキュラム対象】【専攻】国際性と地域性 より豊かな人間社会の構築に貢献できる知識と技術、倫理観を
に根差し，環境と調和した持続的生産に関わる知識と技術を修 修得する
得している。

⇔

授業の概要 本特論は、日本及び世界の森林資源や利用方法について学ぶ。各自、独立したプロジェクトを実施し、
レポート提出及び発表を行う。

Contents:

授業計画 各自がプロジェクトについて発表するため、受講人数に応じて授業計画を立てる。最初の講義時に説明
する。

成績評価の方法 レポート、発表で評価する。

成績評価の基準 59点以下：不可、60点以上：可、70点以上：良、80点以上：優、90点以上：秀

事前事後学習の
内容

各自が独立したプロジェクトを実施するため、図書館やネットを使ったリサーチが必要である。

履修上の注意 情報収集能力、解析能力の他、レポートの執筆、発表（1時間程度）の能力が必要です

質問,相談への対
応

基本的にメールにて対応する。

学生へのメッセ
ージ

論文だけでなく、国内外の森林や環境関係の様々なメディアのニュースを読んでください。知識の蓄積
だけでなく、一般的な文章の書き方から発表の方法まで学ぶことができます。

【教科書】 特になし。

【参考書】 　特になし。必要に応じて資料を配付する。


